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当社推計の
株主資本コスト
概ね 8~9%

ROE推移

※  ボラティリティは、日次終値ベースの標準偏差を年
率換算

年度ごとの株価推移

年度 最高値（円）最安値（円）年度末（円）ボラティリティ

2015 2,120 910 1,030 39.0%

2016 1,739 691 1,592 44.3%

2017 1,916 1,261 1,426 28.5%

2018 1,488 885 1,037 26.1%

2019 1,208 579 694 33.7%

2020 1,202 581 1,135 43.2%

2021 1,141 630 736 30.6%

2022 803 680 756 23.6%

2023 932 729 884 25.1%

2024 904 628 638 22.8%

TSR

投資
期間

1年 3年 5年 10年
累積/
年率 累積 年率 累積 年率 累積 年率

NSK -24.0% -0.5% -0.2% 12.0% 2.3% -45.4% -5.9%

TOPIX -1.5% 47.2% 13.8% 113.4% 16.4% 117.4% 8.1%

TOPIX
機械 -4.3% 51.9% 14.9% 133.7% 18.5% 126.8% 8.5%

※1  TSR （Total Shareholders' Return）：キャピタルゲインと配当を合
わせた総合投資収益率

※2  何れも配当込み指数　
※3  年率換算は幾何平均　
※4  Quick Factsetデータより当社作成

NSKの株価パフォーマンス（10年間）
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※  2015年3月末日の終値を100とした配当込み株価指数の推移

当社の全社ROIC目標はWACCを上回るべきという考えから、現在は6％と設定してい
ます。社内では事業別に管理しており、事業に投じている資産規模に対する収益目標の意
識付けに役立てています。例えば、産業機械事業と自動車事業を比較すると産業機械事業
の方が棚卸資産や運転資本、固定資産などを多く投下していますので、自動車事業以上の
収益を生み出す必要があります。引き続き、企業価値向上のためのツールとしてROIC経
営の社内浸透を進めていきます。

ROIC経営を社内に浸透させ効率的な運営を目指す

投資家の皆様への期待に応えるためには、最後は株価と配当の実績値であるTSRが重
要になります。しかしながら、この10年はROEの低下とともに株価も下がり、PBRも0.5
倍水準となっています。
この状況を打破するためにはROEの向上が不可欠であり、ポートフォリオ変革をはじ
め、構造改革にも踏み込んだ上で体質改善に取り組んでいます。これらの効果刈り取りを
進めていますが、株主資本コスト（当社は概ね8～ 9%と認識）を上回り、かつ市場から期待
されるROEの水準に達するためにはさらなる打ち手が必要です。現在策定中の次期中期
経営計画では、収益性を高める施策とともに、資本コストの低減を意識した資本構成の在
り方も示したいと考えています。その結果、ROEが向上することによって、株価も反応して
いくものと考えています。 体質改善の進捗状況と次期中期経営計画の策定に向けて P.27

また、当社の将来に対する期待を高めるために投資家の皆様との対話機会は重要だと考
えています。特に最近、投資家の皆様と対話をしていますと、産業機械の分野ではヒト型ロ
ボットの話題がよく上がります。ヒト型ロボットに限った話ではありませんが「将来に向け
た技術革新をどう捉え、NSKとして貢献できる領域と提供価値はここだ」ということを適時
適切な開示を含め、株式市場との対話の中で訴求していきたいと思っています。

株価に対する評価と投資家の皆様へのメッセージ

ながら、有利子負債を活用することは可能だと考えています。
なお、業界再編の考えについて、多くの投資家の皆様が関心をお持ちであることを認識

しており、それも収益改善のための選択肢の一つとなる可能性があると考えます。

リーダーシップ
CFOメッセージ
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技術サポート・
アフター
マーケット

生産・納品

研究開発・
設備開発

提案～受注・
量産準備

調 達

バリ
ュー
チェーン

を通じた価値の提供

価値創造ストーリー

価値協創モデル

NSKを取り巻く事業環境は急速に変化しています。企業理念の下、技術革新の進展や地球環境負荷の低減の取り組みを成長の機会と捉え、諸資本を効果的、かつ効率的に活用し、ステー
クホルダーと価値協創を続けることにより、社会課題解決への貢献と企業としての持続的成長の両立を目指します。

NSK企業理念

製品・
サービス

負荷としての
アウトプット

付加価値
提供による
財務成果

社会・環境への
影響

アウトプット アウトカム主な経営資本

知的資本

社会・
関係資本

財務資本

自然資本

製造資本

人的資本

P.19

ステークホルダーとの
価値協創

環境・インフラ・
設備・モビリティ・
医療・快適な生活

社会課題解決への
貢献

長期にわたる企業価値の維持・価値棄損の回避・価値創造

コーポレートガバナンス
ESG経営の推進

●脱炭素 ●電動化 ●自動化
●再生可能エネルギー
●IoT/AI/デジタル化
●リモート ●分散型システム 
●非接触化 ●少子高齢化
●新興メーカーの台頭
●貿易摩擦、保護主義の高まり

事業環境の変化

マテリアリティ

収益を伴う成長
経営資源の強化
ESG経営

MTP2026 3つの経営課題

コアバリュー
安全

品質

環境

コンプライアンス

P.16
バリューチェーンの深化

P.15
経営資本の強化
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